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令和元年度第１回三条地区協議会 会議録（概要） 
 
●会議を開催した日時及び場所 
 日 時  令和元年６月７日（金）  午後２時 00 分～午後３時 20 分 
 場 所  三条市役所三条庁舎 ４階 第二委員会室 
 
●出席委員(◎会長、○副会長) 
 ◎兼古 耕一  布施 栄一  ○桑原喜平太  碁 石  學   
  名古屋澄惠  韮澤   拓   丸山 増雄  五十嵐  清 
  石黒 正晴  皆川 静男     宮島  健     （11 名） 
 (欠席委員） 

  羽生 俊昭  米山 俊司   小林 斉子   杉野 真司（４名） 
                   
●出席者 
 副市長 若山  裕    総務部長 駒形 一興   
 政策推進課長 平岡 義規     
（政策推進課）主事  織原 勇人 
 
●傍聴者 
 なし 
 
●報道機関 

三條新聞社 
 
●内 容 
１ 開 会（午後２:00 開会） 
２ 委嘱状交付(副市長交付)  
３ 市長挨拶(副市長挨拶) 

４ 出席者紹介 
５ 議 事 
(1)  会長及び副会長の選出について 
   会長に兼古委員、副会長に桑原委員を選出 
(2)  行政評価に基づく平成 30 年度事後評価について 

(政策推進課長  説明) 
   資料 No.１-１、No.１-２及び No.１-５により行政評価に基づく平成 30 年度事 
後評価について説明 

～質疑～ 
（宮島委員） 
  評価と今後の方向性について説明があったが、基本的には今の方向感で今後も
推進していくという理解でよいか。 

（政策推進課長） 
  指摘のとおりである。他方で、C 評価のものについては対策表に整理したとお
り、今後具体の改善策を進めていく。 

（韮澤委員） 

  C 評価のものがいくつかあるが、これらの要因としては、①やるべきことをや
っていない、②具体の取組の方向性が間違っている、③目標設定が間違っている、
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このいずれかが当てはまると考えるが、「若年層の転入促進」に関しては、目標
設定が間違えていると思う。移住・定住の一番の動機が「仕事」というのは違う
のではないか。社会の価値観における移住・定住の動機は、生活環境がどうであ
るかに変わってきていると感じている。成果指標の見直しが必要ではないか。 

（政策推進課長） 
  成果指標については、昨年度、後期実施計画を策定する中で再度検討し、必要
な見直しを行ったところであるので、まずは後期実施計画を確認いただきたい。 

  なお、移住・定住の動機については、様々な要因があるものと承知しているが、
我々としては、移住定住に係る様々なアンケート調査結果などを元に、生活して
いく上で不可欠な要因である「仕事」に着目したものである。他方で、指摘いた
だいた生活環境の面が重要な要素であるということは十分認識しており、引き続

き、意識していきたい。 
（皆川委員） 
  公共施設の利用率の成果指標が未達成となっているが、その要因として、Wi-Fi
環境の整備が足りていないことが考えられるのではないか。若者を中心に SNS 等
で情報が発信、拡散されることを考えれば、公共施設の Wi-Fi 環境の整備が必要
ではないか。 

（政策推進課長） 
  公共施設の利用率については、目標値に満たなかったが、近年「きっかけの一
歩事業」などのソフト面の取組を行ってきた中で成果が表れてきており、これら
の取組を引き続き行う中で更なる向上を図りたいと考えている。 

  指摘の Wi-Fi 環境については、整備するに当たり相応の費用も伴うことから、

今後の研究課題とさせていただきたい。 
（皆川委員） 
  インバウンドに関連して、外国から訪れる人の視点に立って市内の外国語表記
を充実させる必要があるのではないか。 

（政策推進課長） 
  市内の各種案内に係る外国語表記については、インバウンド獲得のためにも重

要なことと認識しており、今後の研究課題とさせていただきたい。 
（桑原副会長） 
  子どもたちがふるさと三条に愛着や誇りを持ち、将来もこの地に住み続けたい
と思うためには、ものづくりの伝統、偉人、歴史などを伝え継いでいいくことが
大事であると考えるがどうか。 

（兼古会長） 
  ものづくりの伝統を受け継いでいくという点に関しては、今後建設される複合
施設に含まれる鍛冶ミュージアムに期待したい。 

  地元に若者を定着させていくことを考えたときには、どのような仕事があるの
か知ってもらうことや職業観を養うことと併せ、子どもや若者が三条の特色や歴
史を学ぶことを通じてこのまちに対する愛着を醸成することが肝要であると考
えるので、併せて検討いただきたい。 

（政策推進課長） 
  指摘の点については、現在、小中学校においてものづくり教育などのキャリア
教育を推進しているほか、昨年度から、市内の高校生に三条の魅力などを伝える
取組として、市内の高校を巡回する市長とのふれあいトークを開催しており、こ

れらの取組を通じて、三条への誇りや愛着を醸成したいと考えている。 
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(3) その他 
   特になし 
 
４ 閉 会（午後３:20 閉会） 


